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少
子
化
の
進
む
人
口
構
成
、
高
齢
化

社
会
の
早
い
到
達
が
、
国
の
将
来
に
不

安
を
抱
か
せ
ま
す
。
労
働
力
の
不
足
や

生
産
性
の
低
下
な
ど
、
国
際
社
会
で
の

激
し
い
経
済
競
争
に
耐
え
ら
れ
る
か
心

配
で
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
政
府
は
今
年
か

ら
「
子
ど
も
手
当
」
を
予
算
に
組
み
、

子
育
て
中
の
家
庭
の
教
育
と
保
育
に
か

か
る
負
担
の
軽
減
に
役
立
て
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
伴
う
明

る
い
未
来
の
展
望
が
拡
が
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

延
長
保
育
も
認
め
ら
れ
、
勤
労
者
の

家
庭
の
子
ど
も
の
就
園
機
会
も
増
え
、

ま
た
、
困
難
な
手
続
き
を
抱
え
な
が
ら

も
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
試
み
も
出

発
し
て
い
ま
す
。
等
し
く
子
ど
も
た
ち

に
集
団
生
活
を
経
験
す
る
機
会
を
提
供 子

ど
も
を
家
庭
か
ら
社
会
へ臼

井 

勝

し
、
社
会
が
全
体
と
し
て
自
立
で
き
る
ま

で
の
子
ど
も
の
保
育
・
教
育
に
か
か
わ
っ

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
で
す
。

核
家
族
化
が
行
き
す
ぎ
る
と
、
孤
立
し

た
家
庭
内
の
子
ど
も
が
極
端
な
し
つ
け
の

強
制
を
受
け
た
り
、
常
軌
を
逸
し
た
家
庭

内
暴
力
の
犠
牲
に
な
っ
た
り
す
る
異
常
な

事
件
ま
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
あ
る
い
は
社

会
か
ら
疎
外
を
招
く
特
別
に
か
わ
い
が
ら

れ
た
子
が
育
っ
た
り
し
ま
し
た
。
他
人
に

対
す
る
無
関
心
、
自
分
の
子
ど
も
に
の
み

注
目
し
て
社
会
に
背
を
向
け
、
社
会
か
ら

身
を
護
る
姿
勢
の
み
が
個
々
の
家
庭
に
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
育
つ
社
会
は
も
っ
と
明
る
い

社
会
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
親
の
溺

愛
の
う
っ
と
う
し
さ
か
ら
逃
れ
自
ら
の
好

奇
心
や
冒
険
心
で
自
己
の
力
を
確
か
め
な

が
ら
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
。

視
点

競
争
社
会
は
、
ど
こ
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
に
尻
ご
み
す
る
の
で
は
な

く
、
自
然
に
立
ち
向
か
い
、
何
か
を
学
び

取
っ
て
く
る
の
が
、
子
ど
も
を
成
長
さ
せ

る
経
験
と
な
る
の
で
す
。
子
ど
も
が
生
涯

失
わ
な
い
力
を
身
に
つ
け
る
の
は
、
こ
う

し
た
経
験
の
積
み
重
ね
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。子

ど
も
が
社
会
に
生
き
る
困
難
を
乗
り

越
え
、
こ
れ
を
力
づ
け
、
手
助
け
を
し
て

く
れ
る
人
が
、
周
囲
の
身
内
だ
け
で
は
及

ば
な
い
事
態
が
人
間
社
会
に
は
い
く
ら
で

も
あ
る
こ
と
を
、
親
は
自
分
の
経
験
に
照

ら
し
て
思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
人
と
人
と
の
関
係
の
上
に
築
か
れ
る

私
た
ち
の
社
会
が
、
個
々
の
人
間
の
ど
の

よ
う
な
心
構
え
や
思
い
や
り
か
ら
快
い
環

境
に
か
わ
る
か
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

集
団
の
中
で
協
調
し
協
力
す
る
能
力

が
、
社
会
を
快
い
豊
か
な
も
の
に
す
る

の
を
大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
示
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

い
つ
も
、
ど
こ
に
も
、
自
分
と
同
じ

他
人
が
い
て
、
平
等
社
会
が
出
現
す
る

の
で
す
。
平
等
と
競
争
、
前
者
は
私
た

ち
の
目
標
と
な
る
理
想
で
あ
り
、
後
者

は
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
克
服
す
べ
き

条
件
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
に
自
信
を
養
い
、
社
会
生
活
の

ル
ー
ル
や
し
つ
け
が
自
分
た
ち
を
の
み

込
む
生
き
る
環
境
を
快
い
も
の
に
す
る

こ
と
を
、
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に

向
っ
て
教
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
一
〇
二
条
園
対
策
委
員
長
、
三
鷹
市
・

三
鷹
双
葉
幼
稚
園
）
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子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
に

保
幼
小
の
連
携
の
重
要
性
な
ど
主
張

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
と
全
国
私
立
保

育
園
連
盟
（
黒
川
恭
眞
会
長
）
は
、
政
府
等
に

お
け
る
「
幼
保
一
体
化
」
に
か
か
る
検
討
の
議

論
を
受
け
て
、
４
月
30
日
（
金
）
午
前
11
時
か

ら
、
東
京
都
内
の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
、
幼
稚
園
と
保

育
園
に
よ
る
共
同
緊
急
声
明
を
発
表
し
記
者
会

見
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
日
私
幼
連
か
ら
は
吉
田
敬
岳
会
長
、
香
川

敬
副
会
長
、
尾
上
正
史
副
会
長
、
北
條
泰
雅
常

任
理
事
が
出
席
し
、
全
私
保
連
か
ら
は
黒
川
恭

眞
会
長
、
近
藤
遒
副
会
長
、
菅
原
良
次
常
務
理

事
、
木
原
克
美
常
務
理
事
が
出
席
し
て
「
乳
幼

児
期
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
・
保
育
に
つ
い
て

の
総
合
的
な
施
策
に
関
す
る
幼
稚
園
と
保
育
園

に
よ
る
共
同
緊
急
声
明
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
30
人
の
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
な
ど

の
報
道
関
係
者
が
出
席
。
新
シ
ス
テ
ム
会
議
の

基
本
合
意
に
対
す
る
賛
否
や
幼
保
一
体
化
に
対

す
る
賛
否
、
地
方
に
所
管
を
移
管
す
る
際
の
最

低
基
準
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
緊
急
声

明
は
３
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

●
全
日
私
幼
連
と
全
私
保
連
が
共
同
緊
急
声
明

幼保一体化で共同緊急記者会見

▶
当
日
は
約
30
人
の
記
者
が
出
席 4 月 30 日



私幼時報／2010.5 ― 3 ―



2010.5／私幼時報― 4 ―

４
月
27
日
、
政
府
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
」
の
第
1
回
会

議
が
内
閣
府
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

財
務
相
、
総
務
相
、
文
科
相
等
の
関
係

閣
僚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
会
議
で
、
同
会

議
の
下
に
お
か
れ
た
作
業
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
検
討
結
果
を
受
け
て
、

今
後
の
検
討
の
方
向
性
等
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

「
幼
保
一
体
化
に
よ
る
幼
児
教
育
・
保

育
の
一
体
的
提
供
」
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

①
す
べ
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
幼
児
教

育
・
保
育
を
保
障
す
る
た
め
、
幼
稚
園
教

育
要
領
と
保
育
所
保
育
指
針
を
統
合
し
、

小
学
校
学
習
指
導
要
領
と
の
整
合
性
・
一

貫
性
を
確
保
し
た
新
た
な
指
針
（
こ
ど
も

指
針
（
仮
称
））
を
創
設　

②
幼
稚
園
・
保
育
所
の
垣
根
を
取
り
払
い

（
保
育
に
欠
け
る
要
件
の
撤
廃
等
）、
新
た

な
指
針
に
基
づ
き
、
幼
児
教
育
と
保
育
を

幼
保
一
体
化
に
よ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の

一
体
的
提
供
な
ど
を
打
ち
出
す

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

政　府

と
も
に
提
供
す
る
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
に

一
体
化　

③
新
シ
ス
テ
ム
の
下
で
幼
児
教
育
・
保
育

を
一
体
化
し
た「
幼
保
一
体
給
付（
仮
称
）」

を
創
設

こ
の
内
容
に
つ
い
て
今
後
検
討
が
重
ね

ら
れ
て
い
く
見
通
し
で
す
が
、
全
日
私
幼

連
で
は
正
副
会
長
を
中
心
に
情
報
収
集
に

努
め
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に

は
良
質
な
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ

と
、
幼
児
期
か
ら
の
一
貫
し
た
学
校
教
育

体
系
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
関
係
方

面
に
精
力
的
に
訴
え
か
け
て
い
ま
す
。

川
端
文
科
大
臣
と
「
幼
保
一
体
化
」
で
意
見
交
換

全日私幼連

４
月
22
日
、
全
日
私
幼
連
の
吉
田
敬
岳

会
長
を
は
じ
め
正
副
会
長
、
㈶
全
日
私
幼

研
究
機
構
副
理
事
長
は
、
文
部
科
学
省
を

訪
れ
、
川
端
達
夫
文
部
科
学
大
臣
、
鈴
木

寛
副
大
臣
、
高
井
美
穂
大
臣
政
務
官
と
懇

談
を
行
な
い
、
現
在
政
府
が
検
討
を
進
め

て
い
る
「
幼
保
一
体
化
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
日
私
幼
連
は
、
幼
稚
園
教
育
を
起
点

と
す
る
学
校
教
育
に
対
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並

み
の
教
育
投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
現

場
を
混
乱
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
現
状
を
無

視
し
た
新
法
に
よ
る
新
た
な「
こ
ど
も
園
」

構
想
に
は
反
対
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張

し
ま
し
た
。

川
端
大
臣
は
、
様
々
な
保
護
者
の
選
択

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
一
方
で
保
育
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
。
幼
保
の
機
能
を
併
せ
持
て
る
よ
う

に
す
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
の

趣
旨
の
意
見
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検

討
会
議
が
ど
の
よ
う
な
答
申
を
行
な
う
か

特
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
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●資料／第 1回子ども・子育て新システム検討会議／子ども・子育て新システムの基本的方向
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

次
期
会
長
候
補
に
香
川
敬
氏
（山口）

を
選
出

●
5
・ 
6
理
事
会

５
月
６
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
構
成
員
59
人
が
出
席
し
（
定
足
数
62
人

中
、
委
任
及
び
代
理
出
席
含
め
過
半
数
有

効
成
立
）
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
水
谷
豊
三
氏
（
大
阪
府
）、
坪
井

久
也
氏
（
香
川
県
）
を
選
出
し
議
事
に
入

り
、
議
事
録
署
名
人
に
坂
本
洋
氏
（
岩
手

県
）、
志
内
正
一
氏
（
徳
島
県
）
を
選
任

し
ま
し
た
。
審
議
事
項
の
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

○
審
議
事
項
一
：
平
成
21
年
度
事
業
報
告

の
件各

委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座

長
か
ら
資
料
を
も
と
に
、
説
明
・
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

○
審
議
事
項
二
：
平
成
21
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件

藤
本
明
弘
総
務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
、詳
細
な
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、坂
本
洋
監
事
（
東
京
都
）
よ
り
、

会
務
監
査
報
告
が
あ
り
財
産
の
状
況
は
正

確
に
記
載
さ
れ
、
業
務
執
行
状
況
は
、
不

整
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
２
件
は
一
括
し
て
質
疑
採
決
の
結

果
、
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

○
審
議
事
項
三
：
役
員
改
選
の
件

３
月
12
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、

理
事
会
小
委
員
会
が
会
長
候
補
者
を
推
挙

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
田
中
辰

実
理
事
会
小
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
理
事

会
小
委
員
会
と
し
て
次
期
会
長
候
補
者
に

香
川
敬
氏
（
山
口
県
）
を
推
挙
し
た
い
と

の
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
理
事
か
ら
会
長
候
補
者

推
挙
に
関
す
る
意
見
・
質
疑
が
あ
り
、
理

事
会
小
委
員
会
の
出
し
た
結
論
に
対
す
る

賛
否
に
つ
い
て
、
出
席
理
事
に
よ
る
無
記

名
投
票
が
行
な
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
香
川
敬
氏
（
山
口
県
）
が

次
期
会
長
候
補
者
に
選
出
さ
れ
、
総
会
に

上
程
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
副
会
長
候
補
の
推
挙
に
つ
い
て

協
議
を
行
な
い
、
会
長
候
補
に
一
任
と
す

る
こ
と
を
挙
手
採
決
・
賛
成
多
数
で
了
承

し
、
臨
時
理
事
会
に
て
審
議
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

○
協
議
案
件
一
：「
幼
保
一
体
化
」（
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
）
に

つ
い
て

田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理

事
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○
報
告
案
件
一
：
ハ
イ
チ
大
地
震
義
捐
金

に
つ
い
て

藤
本
明
弘
総
務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
報
告
案
件
：（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
）

東
重
満
研
究
研
修
委
員
長
か
ら
、
資
料

を
も
と
に
、
教
員
免
許
更
新
講
習
、
幼
児

教
育
実
践
学
会
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
一
：「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
に
つ

い
て藤

本
明
弘
総
務
委
員
長
か
ら
、
資
料
を

も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
二
：
平
成
22
年
度
全
日
私
幼
連

定
時
総
会
に
つ
い
て

藤
本
明
弘
総
務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
三
：
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
・
保
育
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
施

策
に
関
す
る
幼
稚
園
と
保
育
園
に
よ
る
共

同
緊
急
声
明
に
つ
い
て

出
席
理
事
よ
り
説
明
を
求
め
ら
れ
、
安

家
周
一
副
会
長
か
ら
説
明
・
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

川
畠
教
孝
監
事
（
北
海
道
）
か
ら
、
監

事
所
見
が
あ
り
、
理
事
会
は
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。（

調
査
広
報
委
員
：
二
宮
一
朗
）
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平
成
21
年
度 

事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

●
4
・ 

16
常
任
理
事
会

４
月
16
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
27
人
が
出

席
し
ま
し
た
。議
長
に
前
田
邦
光
副
会
長
、

安
家
周
一
副
会
長
、
議
事
録
署
名
人
に
は

浅
野
良
浩
常
任
理
事
、
岡
本
壯
二
常
任
理

事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
審
議
案
件
一
：
平
成
21
年
度
全
日
私
幼

連
事
業
報
告
承
認
の
件
／
各
委
員
会
委
員

長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
文
言
を
一
部

修
正
の
上
、
原
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

○
審
議
案
件
二
：
平
成
21
年
度
全
日
私
幼

連
収
支
決
算
承
認
の
件
／
藤
本
総
務
委
員

長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ

り
、
原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

○
協
議
案
件
一
：「
幼
保
一
体
化
」〔
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
〕
に

つ
い
て
／
田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
副
理
事
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
・

報
告
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し

た
。

○
報
告
案
件
一
：
ハ
イ
チ
大
地
震
義
捐
金

に
つ
い
て
／
藤
本
総
務
委
員
長
か
ら
資
料

を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
報
告
案
件
（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
）

／
東
重
満
研
究
研
修
委
員
長
か
ら
、
資
料

を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
：
平
成
22
年
度
全
日
私
幼
連
定

時
総
会
に
つ
い
て
／
藤
本
総
務
委
員
長
か

ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

北
川
定
行
監
事
か
ら
監
事
所
見
が
あ

り
、
本
常
任
理
事
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 

（
総
務
委
員
長
・
藤
本
明
弘
）

園
児
を
事
故
・
災
害
か
ら
守
る

安
全
対
策
の
手
引
き

総
務
委
員
会
で
は
、
こ
の
度
、「
園
児

を
事
故
・
災
害
か
ら
守
る
安
全
対
策
の
手

引
き
」
の
改
訂
版
を
作
成
し
ま
し
た
。
日

常
の
保
育
活
動
中
に
発
生
し
や
す
い
事
故

を
ケ
ー
ス
別
に
取
り
上
げ
、
事
故
防
止
の

た
め
の
対
策
お
よ
び
事
故
発
生
時
に
お
け

る
対
応
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

都道府県名 単　　価
北海道 173 ,363 

東　

北

青   森 169 ,387 
岩   手 169 ,019 
宮   城 163 ,153 
秋   田 172 ,967
山   形 169 ,387 
福   島 173 ,172 

関　

東

茨   城 183 ,616 
栃   木 178 ,500 
群   馬 191 ,125 
埼   玉 169 ,782 
千   葉 169 ,987 
新   潟 185 ,191 
山   梨 179 ,080 

東　京 173 ,834 
神奈川 137 ,611

東
海
・
北
陸

富   山 184 ,341
石   川 積算中
福   井 169 ,387 
長   野 170 ,837 
岐   阜 184 ,315 
静   岡 180 ,678 
愛   知 165 ,650 
三   重 169 ,507 

近　

畿

滋   賀 165 ,000 
京   都 192 ,075 
兵   庫 179 ,065 
奈   良 175 ,500 
和歌山 180 ,560 

大　阪 165 ,152 

中　

国

鳥   取 167 ,766 
島   根 157 ,372 
岡   山 157 ,036 
広   島 184 ,049 
山   口 183 ,000 

四　

国

徳   島 172 ,544 
香   川 164 ,274
愛   媛 160 ,775 
高   知 169 ,387 

九　

州

福   岡 179 ,887 
佐   賀 175 ,250
長   崎 積算中
熊   本 169 ,387
大   分 169 ,387 
宮   崎 170 ,327
鹿児島 172 ,564 
沖   縄 176 ,627 

財政措置額 169 ,387 

注） 金額は園児１人あたり年額（単価：円）／当初
予算・補正予算前分を含む

注） 都道府県事務局等からの報告による。平成 22
年 4 月 27 日現在、全日私幼連調べ

平成22年度 経常費単価・一覧表（当初予算）

平成 22 年 4 月 27 日現在
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認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
件
数

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
幼
保
連

携
推
進
室
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園

の
認
定
件
数
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
調
査
結
果
の
概
要

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
の
「
認
定
こ

ど
も
園
」
の
認
定
件
数
は
、
全
国
で
５
３

２
件
で
す
。

【
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

・
平
成
21
年
４
月
１
日
と
比
較
し
、
３
５

８
件
か
ら
５
３
２
件
（
都
道
府
県
数
43

か
ら
44
）
に
増
加
。

・
認
定
件
数
の
多
い
都
道
府
県
／
①
東
京

51
②
長
崎
37
③
北
海
道
32
④
兵
庫
31
⑤

神
奈
川
25

・
昨
年
度
よ
り
認
定
件
数
の
増
加
し
た
都

道
府
県
／
①
東
京（
＋
18
）②
兵
庫（
＋

12
）
③
長
崎
、
茨
城
（
＋
11
）

（
幼
児
教
育
課
）

都道府県 認定件数 公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型
北海道 32 （22） 13 （8） 19 （14） 12 （8） 6 （4） 10 （7） 4 （3）
青　森 4 （2） 4 （2） 2 （1） 2 （1）
岩　手 11 （7） 1 10 （7） 5 （2） 5 （5） 1 
宮　城 2 （1） 1 1 （1） 1 1 （1）
秋　田 20 （15） 11 （8） 9 （7） 15 （11） 1 （2） 4 （2）
山　形 7 （7） 1 （1） 6 （6） 5 （5） 1 （1） 1 （1）
福　島 12 （8） 2 （2） 10 （6） 9 （5） 2 （2） 1 （1）
茨　城 22 （11） 5 （3） 17 （8） 15 （9） 3 （1） 4 （1）
栃　木 8 （7） 2 （2） 6 （5） 4 （2） 3 （4） 1 （1）
群　馬 21 （18） 2 （2） 19 （16） 8 （7） 13 （11）
埼　玉 13 （8） 13 （8） 11 （4） 2 （4）
千　葉 15 （12） 6 （5） 9 （7） 10 （8） 3 （2） 1 （1） 1 （1）
東　京 51 （33） 7 （6） 44 （27） 7 （4） 32 （20） 5 （5） 7 （4）
神奈川 25 （19） 6 （6） 19 （13） 17 （15） 7 （4） 1 
新　潟 10 （5） 1 （1） 9 （4） 8 （5） 2 
富　山 5 （3） 5 （3） 4 （1） （2） 1 
石　川 7 （5） 1 （1） 6 （4） 1 （1） 4 （3） 2 （1）
福　井 2 （2） 1 （1） 1 （1） 2 （2）
山　梨 2 （1） 2 （1） 1 （1） 1 
長　野 8 （8） 1 （1） 7 （7） 6 （6） 1 （1） 1 （1）
岐　阜 3 （2） 3 （2） 1 （1） 2 （1）
静　岡 5 （2） 4 （1） 1 （1） 3 1 （1） 1 （1）
愛　知 9 （5） 3 （2） 6 （3） 5 （2） 4 （3）
三　重 1 1 1 
滋　賀 14 （7） 10 （5） 4 （2） 12 （5） 2 （2）
京　都
大　阪 13 （5） 1 （1） 12 （4） 9 （5） 1 3 
兵　庫 31 （19） 6 （4） 25 （15） 8 （4） 15 （11） 8 （3） （1）
奈　良 4 （1） 4 （1） 1 2 （1） 1 
和歌山 6 （4） 4 （3） 2 （1） 3 （1） 1 （1） 2 （2）
鳥　取
島　根 2 （2） 2 （2） 2 （2）
岡　山 6 （5） 6 （5） 5 （4） 1 （1）
広　島 14 （12） 5 （4） 9 （8） 10 （9） 1 （1） 3 （2）
山　口 3 （2） 3 （2） 3 （2）
徳　島 2 （2） 2 （2） 2 （2）
香　川 1 （1） 1 （1） 1 （1）
愛　媛 10 （8） 10 （8） 6 （4） 1 （1） 3 （3）
高　知 10 （5） 3 （2） 7 （3） 3 （2） 6 （2） 1 （1）
福　岡 14 （13） 2 （2） 12 （11） 4 （4） 3 （2） 2 （2） 5 （5）
佐　賀 20 （10） 20 （10） 10 （6） 10 （4）
長　崎 37 （26） 37 （26） 8 （8） 18 （11） 11 （7）
熊　本 2 （1） 2 （1） 1 （1） 1 
大　分 7 （5） 3 （1） 4 （4） 1 （1） 3 （3） 3 （1）
宮　崎 17 （11） 1 （1） 16 （10） 1 （1） 14 （8） 2 （2）
鹿児島 24 （16） 7 （6） 17 （10） 8 （4） 9 （7） 7 （5）
沖　縄
合　　計 532 （358） 122 （87） 410 （271） 241 （158） 180 （125） 86 （55） 25 （20）
※括弧内の数値は、平成21年4月1日現在の認定件数 （平成22年4月1日現在）

【　平成２２年４月１日現在の認定件数　】

認定件数
（公私の内訳） （類型別の内訳）

公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型

532 122 410 241 180 86 25

（参考）認定件数の推移

認定件数
（公私の内訳） （類型別の内訳）

公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型

平成 19年 4月 1日現在 94 23 71 45 32 13 4

平成 20 年 4月 1日現在 229 55 174 104 76 35 14

平成 21 年 4月 1日現在 358 87 271 158 125 55 20

4 月 1 日

文部科学省だより
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「
子
ど
も
は
明
日
の
運
命
を
知
ら
な

い
。」
こ
れ
は
「
友
だ
ち
は
無
駄
で
あ
る
」

（
筑
摩
書
房
）
と
い
う
変
わ
っ
た
題
の
本

の
一
文
で
す
。
著
者
は
「
１
０
０
万
回
生

き
た
ね
こ
」「
わ
た
し
の
ぼ
う
し
」
な
ど

の
絵
本
で
も
知
ら
れ
る
佐
野
洋
子
さ
ん
、

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
引
き
出
さ
れ
た
彼
女
の
子
ど
も
時
代

の
友
だ
ち
体
験
を
、
子
ど
も
と
し
て
の
生

の
感
覚
で
語
っ
て
い
る
素
敵
な
エ
ッ
セ
イ

で
す
。
そ
の
中
で
、
谷
川
さ
ん
が
「
僕
に

は
友
だ
ち
な
ん
て
い
な
か
っ
た
」
と
言
っ

て
佐
野
さ
ん
に
あ
き
れ
ら
れ
る
場
面
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
頃
の
季
節
に
よ

く
歌
わ
れ
る
、
谷
川
さ
ん
の
「
友
だ
ち

１
０
０
人
で
き
る
か
な
」
と
い
う
詩
を
思

い
だ
す
と
、
面
白
い
で
す
ね
。
も
し
か
す

る
と
谷
川
さ
ん
は
子
ど
も
の
時
か
ら
、「
友

だ
ち
と
い
う
関
係
」
を
作
る
よ
り
も
、
無

意
識
的
に
人
と
い
う
存
在
に
興
味
を
も

ち
、
そ
の
た
め
に
自
ら
の
位
置
の
自
由
を

選
び
と
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

2

幼
少
期
の
友
だ
ち
は

は
じ
け
る
5
月
の
光
の
よ
う
に
、爽
や
か
で
無
駄
で
あ
る

間
藤　

侑

新
潟
大
学
名
誉
教
授

こ
ん
な
タ
イ
プ
の
子
ど
も
は
確
か
に
い
ま

す
。そ
ん
な
個
性
が
ち
ゃ
ん
と
認
め
ら
れ
、

賑
や
か
で
親
切
す
ぎ
る
保
育
者
に
邪
魔
さ

れ
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

私
は
毎
年
大
学
な
ど
の
新
入
生
の
最
初

の
授
業
で
、「
ひ
と
り
」
と
い
う
言
葉
か

ら
先
ず
ぱ
っ
と
連
想
さ
れ
る
も
の
を
書
か

せ
、
そ
の
後
で
最
初
に
何
を
思
い
つ
い
た

か
を
訊
ね
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
も
、
ど
ん

な
学
校
で
も
、
ほ
と
ん
ど
90
％
以
上
の
学

生
が
、
さ
び
し
い
・
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
・
孤

独
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
先
ず
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
に
ど
き
っ
と
し
ま
す
。

解
放
感
・
自
由
・
気
ま
ま
な
ど
の
プ
ラ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
ま
っ
た
く
浮
か
ば
な
い
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
形
成
の
大

切
な
時
期
に
、子
ど
も
た
ち
が
い
か
に「
独

り
」
と
い
う
言
葉
に
お
び
え
、
自
分
自
身

と
出
会
う
経
験
を
阻
害
さ
れ
て
き
た
か
と

い
う
こ
と
に
胸
を
痛
め
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
こ
れ
は
、
日
本
と
い
う

国
の
子
ど
も
の
世
界
で
、
恐
ろ
し
い
こ
と

に
、
自
由
や
独
自
性
と
い
う
感
覚
の
居
場

所
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
兆
候
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
子
ど
も
や
大
人
の
別

な
く
友
だ
ち
と
い
う
人
間
関
係
は
大
切
で

す
が
、
少
な
く
と
も
子
ど
も
時
代
は
、
も

っ
と
自
由
自
在
な
友
だ
ち
関
係
が
保
証
さ

れ
て
い
い
よ
う
な
、
家
庭
や
教
育
の
対
応

が
望
ま
し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

臨
床
心
理
学
で
は
、
人
間
の
本
質
の
根

底
に
ワ
イ
ル
ドW

ild

な
も
の
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
古
典
的
名
作
と
評
さ
れ
る
セ

ン
ダ
ッ
ク
の
絵
本
「
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の

い
る
と
こ
ろ
」
の
原
題
は
「W

here the 
W
ild T

hings are

（
ワ
イ
ル
ド
な
も
の

た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
）」。
日
本
語
で
は

W
ild T

hings

を
簡
潔
に
表
現
す
る
言
葉

が
見
つ
か
ら
ず
に
「
か
い
じ
ゅ
う
」
と
訳

し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
ワ
イ
ル
ド
の
本
質

は
「
野
性
的
、
荒
々
し
い
、
混
沌
と
し
た
、

自
然
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
の
意

味
を
も
ち
ま
す
か
ら
、
子
ど
も
の
心
や
行

動
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
育
者
な
ら
、
そ

れ
は
子
ど
も
の
本
質
的
な
姿
だ
と
す
ぐ
気

付
く
で
し
ょ
う
。
絵
本
の
「
か
い
じ
ゅ

う
」
が
誤
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
題

は
も
っ
と
豊
か
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
世
界
で
１
０
０
万
部

以
上
も
売
れ
続
け
、
愛
さ
れ
る
の
は
当
然

で
す
ね
。

さ
て
佐
野
さ
ん
の
「
友
だ
ち
は
無
駄
で

あ
る
」
に
は
、
大
人
と
は
異
な
る
ワ
イ
ル

ド
な
子
ど
も
の
自
在
な
目
線
が
見
事
に
描

か
れ
ま
す
。「
友
だ
ち
な
ん
て
い
て
も
い

な
く
て
も
い
い
け
れ
ど
、
と
も
に
持
つ
無

駄
な
時
間
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
」「
あ
そ

こ
に
い
た
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
の
顔
の
ど

れ
一
つ
と
し
て
私
は
覚
え
て
い
な
い
。
ど

の
子
も
好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
か
っ
た
。

お
た
が
い
に
遊
ぶ
道
具
だ
っ
た
。
し
か
し

短
い
遊
び
の
中
に
、
あ
ら
ゆ
る
喜
怒
哀
楽

が
つ
め
こ
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
」「
友

だ
ち
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
友
情
と

い
う
〈情
〉
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

だ
。
は
じ
け
る
光
の
よ
う
だ
っ
た
。
混
沌

と
し
た
、
未
分
化
の
喜
怒
哀
楽
を
裸
で
さ

ら
す
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
幼
児
の
他
者
と
の
交
わ
り
な
の

だ
と
思
う
」。
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
い
「
無
駄
を
共
有
で
き
る
」
保
育
者

は
ラ
ッ
キ
ー
！ 

（
つ
づ
く
）
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公
益
法
人
制
度
改
革
が
３
年
後
に
迫

り
、
本
連
合
会
で
は
公
益
認
定
を
目
指
す

か
、
そ
れ
と
も
一
般
社
団
法
人
の
道
を
歩

む
の
か
、
意
思
決
定
を
今
年
１
年
か
け
て

検
討
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
内
容

を
吟
味
す
る
上
で
基
準
に
な
る
の
が
、
対

象
が
不
特
定
多
数
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。
本
連
合
会
の
事
業
で

最
も
公
益
性
の
高
い
取
り
組
み
は
、
ラ
ジ

オ
に
よ
る
広
報
活
動
で
す
。
こ
の
事
業
の

歴
史
は
古
く
、
昭
和
40
年
に
始
ま
り
ま
し

た
。
以
来
今
日
ま
で
「
幼
児
と
と
も
に
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
毎
週
土
曜
日
に
放
送

さ
れ
ま
す
。
担
当
し
ま
す
の
は
、
約
10
名

の
広
報
委
員
で
そ
の
多
く
は
現
場
で
園
児

と
接
し
て
い
る
先
生
で
す
。
テ
ー
マ
に
基

づ
き
広
報
委
員
（
１
名
）
と
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
の
会
話
に
よ
っ
て
番
組
が
組
み
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
と
い
う
媒
体

の
性
質
上
、
対
象
に
つ
い
て
は
不
特
定
多

数
で
す
が
、
今
年
は
放
送
内
容
に
も
公
益

性
を
考
慮
し
、
大
学
教
授
等
の
有
識
者
に

も
出
演
を
依
頼
し
、
一
般
リ
ス
ナ
ー
に
、

幼
稚
園
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
報
し

て
い
く
方
針
で
す
。
他
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
公
益
性
の
高
い
も
の
は
あ
ま
り

見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
敢
え
て
挙
げ
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
業
は
、「
子
育
て
相
談
員

育
成
講
座
」
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
本
連

合
会
の
加
盟
園
が
、
地
域
の
子
育
て
セ
ン

タ
ー
と
し
て
相
談
機
能
を
備
え
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
加
盟
園
の
教

諭
で
２
年
間
の
連
続
講
座
を
受
講
し
、
子

育
て
相
談
員
認
定
委
員
会
（
知
事
が
同
委

員
会
の
名
誉
会
長
）
よ
り
認
定
証
が
授
与

さ
れ
ま
す
。
今
後
公
益
性
を
高
め
て
い
く

為
に
は
、
受
講
対
象
の
門
戸
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岐
阜
県
に
は
、
分
水
嶺
が
あ
り
ま
す
。

飛
騨
の
山
水
に
湧
き
出
る
水
が
、
北
に
流

れ
れ
ば
日
本
海
に
、
南
に
流
れ
れ
ば
太
平

洋
に
辿
り
つ
き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
流
れ
に

委
ね
る
か
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

（
岐
阜
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
副
会
長
、

岐
阜
市
・
こ
ば
と
幼
稚
園
／
加
納
顕
）

「
住
み
た
い
街
」
や
「
行
っ
て
み
た
い

観
光
地
」
調
査
で
は
常
に
ラ
ン
キ
ン
グ
で

上
位
に
入
る
京
都
で
す
が
、
私
立
幼
稚
園

で
も
常
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
の
が
経
常
費

等
補
助
単
価
額
で
す
。
平
成
21
年
度
も
京

都
府
は
全
国
第
２
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
こ
れ
は
偏
に
知
事
様
を
は
じ
め
と
す

る
京
都
府
の
深
い
幼
児
教
育
に
対
す
る
理

解
の
賜
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
昨

年
10
月
よ
り
教
員
登
録
事
業
「
わ
く
わ
く

リ
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
人
材
の
確
保

と
紹
介
を
幼
稚
園
連
盟
で
行
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
理
事
長
自
ら
無
料
職
業

紹
介
事
業
許
可
を
取
る
た
め
に
講
習
に
も

行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
理
事

長
の
気
合
い
の
お
陰
か
立
ち
上
げ
か
ら
半

年
足
ら
ず
で
43
名
の
登
録
が
あ
り
、
内
14

名
が
加
盟
園
へ
の
採
用
が
決
定
し
て
い
る

な
ど
、す
で
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
臨
床
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
加

盟
園
に
派
遣
す
る
「
キ
ン
ダ
ー
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
事
業
」も
今
年
１
月
よ
り
立
ち
上
げ
、

天
理
大
学
大
学
院
教
授
、
菅
野
信
夫
先
生

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
お
願
い
し
て
京
都

府
臨
床
心
理
士
会
の
先
生
方
を
各
園
に
派

遣
し
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
、
き
め
細

か
な
援
助
が
行
な
え
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
２
つ
の
新
規
事
業

も
京
都
府
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

国
政
は
不
安
定
で
す
が
、
京
都
は
長
い

歴
史
で
培
っ
て
き
た
京
都
ら
し
さ
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
「
ま
っ
た
り
」
と
子
ど
も
と

向
き
合
い
、「
お
お
き
に
」
の
心
で
京
都

府
や
市
町
村
と
つ
き
あ
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
に
は
京
都
府
で
国
民
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
お
こ
し
や
す
」

と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
ゆ

ま
ろ
」
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か
京

都
に
お
こ
し
や
す
。（
京
都
府
私
立
幼
稚

園
連
盟
副
理
事
長
、
相
楽
郡
精
華
町
・
光

が
丘
幼
稚
園
／
谷
口
偉
）

公
益
認
定
の
分
水
嶺

　
　

岐
阜
県
か
ら
の
お
た
よ
り

京
都
ら
し
さ

岐阜県メモ
面積：10,621㎢
県花:れんげ草（げんげ）
県鳥:ライチョウ
県木:イチイ
県魚:あゆ

　
　

京
都
府
か
ら
の
お
た
よ
り

京都府メモ
面積：4,613.13㎢
府の花:しだれ桜
府の木:北山杉
府の草花:嵯峨ぎく
府の草花:なでしこ



2010.5／私幼時報― 14 ―

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

火
山
噴
火
に
よ
り
、

地
球
規
模
の
混
乱
が

起
き
ま
し
た
。
噴
煙

に
よ
り
空
路
は
停
止
し
、
連
日
空
港
内
に

寝
泊
ま
り
す
る
旅
行
者
の
様
子
が
Ｔ
Ｖ
に

流
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
チ
ー
ズ
や
マ
グ

ロ
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
、
日
産
の

工
場
の
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
が
報

道
さ
れ
た
り
と
、
決
し
て
遠
い
国
の
出
来

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
◆
そ
ん
な

中
、
空
港
に
足
止
め
に
な
っ
て
い
る
外
国

人
旅
行
者
の
た
め
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画

し
た
り
、
炊
き
出
し
や
差
し
入
れ
と
い
っ

た
、
心
温
ま
る
日
本
人
の
『
助
け
合
い
精

神
』
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
外
国
を
訪

れ
る
と
日
本
人
は
よ
く
『
平
和
ボ
ケ
』
と

馬
鹿
に
さ
れ
ま
す
。
確
か
に
人
を
信
じ
す

ぎ
る
甘
い
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
日
本
人
は
『
心
優
し
い
民
族
』

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
を

ほ
っ
と
け
な
い
！
こ
れ
が
日
本
人
の
良
い

所
で
す
◆
私
た
ち
日
本
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
優
し
い
心
で
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
、
い
つ
ま
で
も
し
っ

か
り
こ
の
心
を
伝
え
、
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
教
育
者
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

（
調
査
広
報
委
員
・
光
安
則
子
）

ハイチ大地震義捐金
活動報告

私
幼
時
報
４
月
号
で
ご
報
告
い
た
し
ま

し
た
が
、
全
日
私
幼
連
が
全
国
の
私
立
幼

稚
園
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
た
ハ
イ
チ

大
地
震
に
対
す
る
義
捐
金
に
つ
い
て
、
３

月
25
日
付
で
追
加
送
金
（
35
万
４
７
８
８

円
）
い
た
し
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
追
加
送
金
し
た
義
捐
金
に
つ
い

て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本
部
か
ら
３
月
31
日
付
で
お

礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
お
礼
状
の
原
文
、

日
本
語
訳
は
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

WHO本部
から
お礼状

2010 年 3 月 31 日
吉田敬岳　会長　様

ハイチにおけるＷＨＯ緊急活動に対する
全日本私立幼稚園連合会からの追加援助について

今回は、今年１月のハイチにおける地震により被害をう
けた方々へのＷＨＯの保健分野における援助に対して、エ
リック・ラロッシュ事務局長補からの 2010 年３月 25 日付
けの手紙に関連して、この手紙をお送りさせていただきま
す。
私たちがＷＨＯ口座に 976.56 米ドルの追加の金額を確

かに受け取りましたことをご報告させていただくととも
に、この寛大なご協力に私たちの感謝をお伝えさせていた
だきます。
前回のお手紙でも記載させていただきましたが、今回の

援助に対して貢献してくださった、全日本私立幼稚園連合
会の会員であるお子様たち、そして、そのご両親の方々に
私たちの感謝の意をお伝えしていただけますと幸いです。
　　　心より感謝申し上げます。

世界保健機関　災害と健康局渉外担当官
ユッカ・サイラス　　



私幼時報／2010.5 ― 15 ―

平成22年度（第4回）　免許状更新講習の認定一覧

●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関す
る事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

埼玉県
さいたま
市

　幼稚園教諭を対象とし、教職についての省察
ならびに子どもの変化についての理解、教育政
策の動向および学校内外における連携協力につ
いての理解に関して、今日求められている幼稚
園教育の課題を踏まえて、幼稚園教員が果たす
べき役割について考察する。

神長美津子（東京成徳大学教授）
岡健（大妻女子大学准教授）
髙橋かほる（聖徳大学准教授）
尾﨑啓子（埼玉大学教授） 12時間 平成 22年 6月 26日 ,

 平成 22年 7月 3日 80人
平 22-
81340-
01390号

神奈川県
横浜市

　幼稚園教育の現場において、現代的社会の変
化と幼児の不変的発達の間で多様なニーズが求
められています。その中で現場保育者として、
幼児の発達をいろいろな側面から捉え①その発
達を理解し②保育の環境及び保育者の適切な援
助を考え③保育者の資質向上を考えていきたい
と思います。

大豆生田啓友（関東学院大学人
間環境学部人間発達学科准教授）
兵頭恵子（財団法人幼少年教育
研究所理事） 12時間

平成 22年 6月 3日 ,
平成 22年 7月 1日 ,
平成 22年 9月 2日 ,
平成 22年 10月 25日 ,
平成 22年 11月 15日 ,
平成 22年 12月 6日

20人
平 22-
81340-
01391号

京都府
京都市

　「教職についての省察」「子どもの変化につい
ての理解」「教育政策の動向についての理解」「学
校の内外における連携協力についての理解」の
４つの事項について、教員に求められる最新の
知識・技能の修得と今日的な教育課題について
の理解を深めることを目指す。

田中雅道（財団法人全日本私立
幼稚園幼児教育研究機構副理事
長）
東重満（光塩学園女子短期大学
非常勤講師、札幌国際大学短期
大学部非常勤講師、藤女子大学
非常勤講師、財団法人全日本私
立幼稚園幼児教育研究機構研究
研修委員長）
黒田秀樹（東筑紫短期大学講師、
学校法人黒田学園きらきら星幼
稚園理事長・園長、財団法人全
日本私立幼稚園幼児教育研究機
構研究研修副委員長）

12時間 平成 22年 7月 24日～
 平成 22年 7月 25日 90人

平 22-
81340-
01392号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

埼玉県
さいたま
市

　①園の保育や子どもの育ちを具体的に家庭や
地域に伝え、園と家庭の相互理解を図っていく
ツールとしてのドキュメンテーションとは何
か、その役割や特性、効果や活用を考える②幼
い子どもたちの生活環境は、身近な空間に多く
存在する。そこで、身近な自然環境や社会環境
に着目し、今一度日常保育への上手な活用の仕
方を工夫してみる。

上垣内伸子（十文字学園女子大
学教授）　
大澤力（東京家政大学教授）

6時間 平成 22年 6月 26日 80人
平 22-
81340-
63102号

埼玉県
さいたま
市

　①幼児期の健康を考えるとき、なぜこの時期
に運動すること（身体を使うこと）が重要視さ
れるのかを再認識し、あわせて安全のあり方を
学ぶ②人間関係を築くのにコミュニケーション
は不可欠である。そこで幼児同士のコミュニケ
ーションを豊かにし、人間関係を深めていくに
はどのような工夫をすればよいかを考える。

岩崎洋子（日本女子大学教授）
今井和子（立教女学院短期大学
講師）

6時間 平成 22年 7月 3日 80人
平 22-
81340-
63103号

埼玉県
さいたま
市

　①指導計画を立てるに当たっては、幼児理解
が不可欠である。そこで、幼児の姿を読み取る
手段の一つである保育記録をどのように取り、
どう活かしていくかを考える②幼児期における
描画表現の特性とその発達過程を知り、幼児の
感性を育み、幼児が伸び伸びと表現することが
できるようになるにはどうすればよいかを考え
る。

安見克夫（東京成徳短期大学教
授）
平田智久（十文字学園女子大学
教授） 6時間 平成 22年 7月 10日 80人

平 22-
81340-
63104号

石川県
金沢市

　自己評価並びに学校評価への取り組みについ
て、以下の観点から研修を行う。①幼児理解に
ついて、幼児の発達のを踏まえながら子どもの
活動をどう評価すべきか検討する。②幼児理解
について、気がかりな幼児の支援を中心にどう
評価すべきか検討をする。③授業づくりについ
て、教師の協働及び教員組織の在り方から、ど
う評価を行うか検討する。④保護者支援につい
てどう評価を行うか検討をする。④園の建物を
含め教育環境の整備について、どう評価を行う
か検討する。

松木健一（福井大学大学院教育
学研究科〔教職大学院〕教授）

6時間 平成 22年 6月 5日 30人
平 22-
81340-
63107号
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京都府
京都市

　幼稚園教諭を対象にしており、まず、講義形
式により年齢を重ね段階に応じた幼児の成長・
発達の特徴を学び、年齢に応じた幼児への接し
方、集団生活する上での留意点を理解する。次
にワークショップにより仲間づくりを学ぶこと
により１対１の関わりから、大勢の人との関わ
りへと輪を広げていく経験をすることで、人と
人との関わりの大変さと大切さを改めて認識す
る貴重な体験を得、今後の現場での応用力に繋
げるものとしている。

西川由紀子（華頂短期大学社会
福祉学科准教授）
秦　賢志（浜幼稚園副理事長）

6時間 平成 22年 7月 3日 80人
平 22-
81340-
63100号

京都府
京都市

　幼稚園教諭を対象にしており、様々な課題の
ある幼児の接し方、保護者への対応の仕方等
を、カウンセリングの実践例を通じて学び、ま
た、障害の様々な特性を理解することからコミ
ュニケーション・幼児期の支援で特に気をつけ
ること等を学ぶことにより「父母、そして子ど
もをより一層理解しよう」とする内容である。

河嶋喜矩子（京都教育大学非常
勤講師）
千原雅代（天理大学人間学部）
田中雅道（財団法人全日本私立
幼稚園幼児教育研究機構副理事
長）

6時間
平成 22年 9月 9日 ,
平成 22年 11月 8日 ,
平成 23年 1月 20日

80人
平 22-
81340-
63101号

大阪府
大阪市

　幼児教育の基本である、幼児理解から始まる
保育として、①エピソード記録等の保育記録の
重要性について学ぶ機会としたい②遊びを大切
にした保育、環境と通しての保育についても学
びを深める機会としたい③幼児教育において最
も子どもに育ってもらいたい「自己肯定感」に
ついてネイティブアメリカンの伝統的な儀式や
言葉から学ぶ機会としたい④教育要領の５領域
をもとに、保育内容の理解、指導計画の作成、
体験の多様性との関連性などについて学びを深
めたい。

河邉貴子（聖心女子大学教育学
科教育学初等教育学講座准教授）
瀧川光治（樟蔭東女子短期大学
准教授）

6時間 平成 22年 8月 26日～
 平成 22年 8月 27日 100 人

平 22-
81340-
63106号

鹿児島県
鹿児島市

　本講習は、幼稚園教育に携わる教諭の多様な
ニーズに応じた講習、幼稚園教育における専門
的な知識や技能の習得、幼稚園教諭としての資
質向上のための意義ある講座とするため①幼児
教育の発達②幼稚園における特別支援③教育課
程の編成と指導計画④幼少の接続期教育などを
中心に講義等を行ないます。

蓑毛良助（鹿児島国際大学福祉
社会学部教授）
今林俊一（鹿児島大学教育学部
教授） 6時間 平成 22年 8月 5日 50人

平 22-
81340-
63105号


